












































グルコース)，高濃度グルコース群 (55.0mMグルコース)，高濃度マニト -Jレ群 C5.5mMグルコース+49.5
-195ー
mMマニトール)の3群に分け各培養液に7日間培養した後， 1，25 dihydroxyvilamin D3 O.2SD3)ま
たはヒト副甲状線ホノレモン(ト34)[hPTH (l・34)]を添加した。 1，2SD3を添加後，成熟骨芽細胞によっ
て産生されるオステオカルシンオステオカルシンrnRNAを測定した。また1.25D3受容体量を測定した。
hPTH (1-34)添加時には培養液中のcA¥1P濃度.細胞内イオン化カルシウムを測定した。
次の結果がえられた0.
1. 1.25D3添加後の培養液中オステオカルシン濃度はいずれの培養液においても1，25D3濃度依存性に増
加したが高濃度グルコース群においてほかの2群に比較して低値をしめした。オステオカルシンrnR::¥A
は1，25D3添加後.3， 6， 9時間後のいずれにおいても高濃度グルコース群において低値であった。
2. 1，25D3受容体量は高濃度グルコース群において誠少していた。
3.非刺激時の細胞内cA:...1P濃度は高濃度グルコース群において高値であった。しかしhPTH(1-34)添
加後のcAMP濃度は高濃度グルコース群において最も低いもので、あった。
4. hPTH (1-34)添加後の細胞内イオン化カルシウムの増加は高濃度グルコース群において最も低いも
のであった。
以ー卜の実験結果から骨穿細胞においては高濃度グルコース環境において1.2fiD3受容体の減少があり，そ
のために1，25D3に対する反応が低下している。 hPTH(1-34)に対するcAMPの反応も高濃度グルコース
環境で低下している。すなわち糖尿病においては高血糖状態において骨形成が低下している可能性があり.
骨減少症の一因と考えられた。
本研究は糖尿病における骨カルシウム代謝の研究に一定の寄与をなすものとして博士〈医学)の学位を
授与するに値するものと認められた。
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